
TPCnews130 号 

2019・11・13 
仙台市青葉区本町二丁目十六番十二号   http://www.t-productivity-ce.jp HP 掲載中 

 

ＮＥＷＳ
 

 

人口減少社会における労使の役割 
～連合「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて～ 

 
第４２回仙台シンポジウム１１月例会は、日本労働組合総連合会 会長 神津 里季生 

氏を講師にお迎えし、約５０名の参加を得て開催いたしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご講演要旨】 

我が国を取り巻く、人口減少、少子高

齢化、低成長、格差拡大などの諸問題

の解決に向け、将来世代のために労使

が果たすべき役割とその方向性につい

て、海外の事例も交え、ご講演いただ

きました。 

 

○労働組合とは 

・労働組合はつながりを大事にする組   

織。連合はタテ（４８の産業別組合）、  

ヨコ（４７地方連合会）からなって

い  

る。 

・働くことを軸とし、「学ぶ」「くらし」

 

■１１月例会（２０１９年１１月１３日開催） 

  講師 日本労働組合総連合会 会長 神津 里季生 氏 
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「離職」「健康・長寿」を橋で結び、安心社会を構築していく。 

○「賃上げ」の意味 

・わが国では９７年以降賃金が下がっているが、これは非正規雇用の拡大によるもの。  

・また、大企業と中小の格差も拡大した。  

・大企業の労組組織率が４５％であるのに中小は０．９％というのが大きな要因。 

 

○働き方改革のポイント 

・罰則付きの時間外労働の上限規制を導入したことは画期的だが、８割の企業に労組がな

い状況でどこまで実効性があるか懸念。 

・労組のない企業でも労働者の意見が適切に反映できるよう、労働者代表の常設化に関す

る法制が必要。 

 

○将来世代のこれから 

・高齢化が本格的に進展するのは、これから。 

・財布の債務が家計の貯蓄を上回るのは２０３０年頃と予測されており、国債の暴落が懸

念される。 

・政府の債務の GDP 比は２００％を超えており、すでに戦時中を超えている。 

・この背景には重要課題を先送りする体質がある。 

・課題の解決に向け、党派を超えて議論し、政策づくりをしていくことが必要。 

・わが国の若年者の投票率向上のため、学校等における「主権者教育」の定着が重要な課

題。 
 

 

以上、大変有意義なご講演ありがとうございました。 

 

 

 

 第 42 回仙台シンポジウム （2019 年度） 

 

＊会場：仙台商工会議所会館７階 大会議室  

 

【今後の開催予定】 

 

 

 

12 月例会  2019 年 12 月 3 日（火）13:30～15:00 

『２０２０年 世界の潮流を読む』 

         講師：（一財）日本総合研究所 会長 寺 島 実 郎 氏 


